ソウゴウテキナ タンキュウ ノ ジカン オ トオシテ イクセイ サレタ シシツ ノウリョク ニ タイスル コウコウセイ ノ イシキ by 佐藤 和彦

























































































 2020 年 12 月 9 日の探究成果発表会終了後に第

















































2 解決したいことを，電話やメール，インタビューでたずねることができる。 52.4 51.4 


























7 人とは異なる意見でも，自分の考えを状況に応じて伝えることができる。 78.8** 71.3 
計画 
実行 
8 課題解決に向けて，見通しを持って行動できる。 79.5** 65.7 
9 自分の役割を自覚し，計画的に行動できる。 84.6** 72.7 
10 失敗しても，もう一度挑戦したり，最後までやり遂げようとする。 86.0** 77.9 
自己 
理解 
11 自分は，地域や社会から必要とされていると思う。 53.1 49.4 
将来 
展望 
12 自分の将来について考えることがある。 90.4 87.3 














14 異なる立場や考えを受け入れ，理解しようと思う。 96.2** 90.2 
15 異なる立場や考え方の良いところを見つけることができる。 90.4** 82.8 
協同 
16 話し合いのときに，班やクラスの意見をまとめることができる。 72.9** 55.9 
17 お互いの良いところや違いを認め，協力することができる。 95.5** 82.9 
共生 18 自分の生活だけでなく，社会全体のことを考えたいと思う。 86.0* 80.0 
社会 
参画 
19 地域社会の一員として，自分にできることはないかと考えたことがある。 71.2* 65.6 













21 総合的な学習の時間は生きていくうえで大切なことを学んでいると思う。 83.9** 76.4 
22 総合的な学習は楽しい。 79.1** 69.1 
学習 
意欲 
23 総合的な学習に一生懸命取り組んでいる。 92.8** 75.0 
24 総合的な学習は，今まであまり考えなかった問題に取り組んでいる。 91.1** 68.9 
価値 
認識 
25 教科の学習と総合的な学習はつながっていると感じる。 75.0** 62.9 
26 総合的な学習で学んだことは，普段の自分の生活や将来に役立つと思う。 86.6** 78.4 
*：p < .05，**：p < .01 
－ 309 －
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判断について，設問 4 の肯定的回答が Y 高校は
84.9%，トップ校は73.8%，設問5の肯定的回答が
Y高校は91.4%，トップ校は79.5%，表現省察につ
いて，設問 6 の肯定的回答が Y 高校は 91.5%，ト











































































25 の肯定的回答が Y 高校は 75.0%，トップ校は
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